
　
11
月
臨
時
会
が
11
月
24
日
に
開
か
れ
、
長
岡
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
12
月
定
例
会
は
12
月
１
日
か
ら
14
日
ま
で
の
14
日
間
の
会
期
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど

市
長
提
出
議
案
等
53
件
、
議
員
提
出
議
案
２
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
議
案
等
の
審
議
結
果
は
、
５
ペ
ー
ジ
の
「
会
派
別
議
案
等
賛
否
一
覧
表
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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決
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感
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９
５
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０
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３
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８
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９
５
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２
千
円

　
・
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
４
９
７
万
円

　
・
そ
の
他
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５
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６
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４
０
６
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９
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６
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〇常任委員会〇
　長岡市議会では「総務」「文教福祉」「産業市民」「建設」の４つの常任委員会が設置されており、議員はいずれか１つに所属します。
　常任委員会では、本会議の付託を受けてその部門に属する議案が審査されるほか、委員会の所管事項に関する質問が市長や関係機関に対して行われます。
　12月定例会における所管事項に関する質問は４ページをご覧ください。

総務委員会
地方創生推進部、総務部、財務部、危機管理防災本部、原子力安全対策室、

地域振興戦略部、消防本部などに関連する事項を審査

文教福祉委員会
福祉保健部、教育委員会に関連する事項を審査

産業市民委員会
市民協働推進部、環境部、商工部、観光・交流部、農林水産部

などに関連する事項を審査

建設委員会
都市整備部、土木部、水道局などに関連する事項を審査

（後列左から）松野憲一郎委員　加藤 尚登委員　池田 明弘委員　豊田　朗委員
（前列左から）松井 一男委員　杵渕 俊久委員長　荒木 法子副委員長　諸橋 虎雄委員

（後列左から）諏佐 武史委員　水科 三郎委員　大竹 雅春委員　神林 克彦委員
（前列左から）五井 文雄委員　田中 茂樹委員長　五十嵐良一副委員長　高野 正義委員

11
月
臨
時
会
・
12
月
定
例
会

1

https://www.city.nagaoka.niigata.jp/shigikai/ホームページで議会の録画中継を配信中 ➡ 
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編集・発行／長岡市議会
市議会だより市議会だよりなが

おか
なが
おか

志、未来へ。
長岡

（後列左から）山田 省吾委員　丸山 勝総委員　関　正史委員　藤井 達徳委員　丸山 広司議長
（前列左から）関　貴志委員　池田 和幸委員長　古川原直人副委員長　笠井 則雄委員

（後列左から）中村 耕一委員　桑原　望委員　長谷川一作委員　多田 光輝委員
（前列左から）小坂井和夫委員　深見 太朗委員長　関　充夫副委員長　酒井 正春委員

※議長は委員外
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号217市議会だより市議会だよりなが
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なが
おか

　本
市
に
お
け
る
発
熱
患
者
の
診

療
体
制
や
受
診
方
法
、
市
民
へ
の

周
知
に
つ
い
て
伺
う
。

　
診
療
体
制
は
、
市
内
の
か
か
り

つ
け
医
で
発
熱
診
療
を
行
え
る
診

療
所
が
約
70
カ
所
、
こ
の
う
ち
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
等
を
実
施
で
き
る
も
の
が
約
25
カ

所
整
備
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
発
熱

外
来
の
数
を
さ
ら
に
増
や
し
、
体
制
を

強
化
し
て
い
き
た
い
。

　
受
診
方
法
に
つ
い
て
は
、
か
か
り
つ

け
医
に
相
談
し
、
か
か
り
つ
け
医
が
い

な
い
場
合
は
県
の
新
型
コ
ロ
ナ
受
診
・

相
談
セ
ン
タ
ー
に
電
話
し
、
受
診
可
能

な
医
療
機
関
を
紹
介
し
て
も
ら
う
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
、
市
政
だ
よ
り
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
引
き
続
き
市

民
に
周
知
し
て
い
く
。

　小
・
中
学
校
に
配
置
さ
れ
て
い

る
学
校
司
書
配
置
事
業
の
成
果
に

つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
図
書
館
情
報
シ

ス
テ
ム
を
全
校
に
導
入
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
現
状
と
導
入
目
標
を
伺
う
。

　
学
校
司
書
配
置
事
業
の
成
果
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
実
施
３
年
目

を
迎
え
、
学
校
司
書
と
担
当
教
員
の
連

携
に
よ
り
学
校
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
体
制
が
整
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

読
み
聞
か
せ
や
お
勧
め
図
書
紹
介
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
読

書
に
親
し
む
た
め
の
活
動
や
環
境
が
充

実
し
た
。
ま
た
、
学
校
司
書
が
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
を
行
う
な
ど
、

活
動
の
活
発
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

現
在
小
・
中
学
校
合
わ
せ
て
18
校
に
導

入
し
て
い
る
が
、
校
内
の
蔵
書
管
理
や

貸
し
出
し
事
務
の
効
率
化
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
今
後
は
、
学
校
間
や
市
立
図

書
館
と
の
相
互
貸
借
を
含
め
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
障
害
者
の
雇
用
促
進
に
つ
い
て

・
高
等
総
合
支
援
学
校
に
お
け
る
通
学

支
援
に
つ
い
て

　コ
ロ
ナ
禍
で
産
後
う
つ
の
可
能

性
が
あ
る
母
親
が
増
え
て
い
る
中

で
、
今
ま
で
以
上
に
妊
産
婦
へ
の
フ
ォ

ロ
ー
や
、
夫
や
祖
父
母
の
育
児
へ
の
関

わ
り
の
強
化
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
を
伺
う
。
ま
た
、
男
性
育
児
休

業
の
取
得
状
況
を
伺
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
感
染
症

対
策
を
徹
底
し
、
家
庭
訪
問
や
相

談
業
務
と
い
っ
た
妊
産
婦
へ
の
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
お
り
、
パ
パ
マ
マ
サ
ー

ク
ル
等
の
ニ
ー
ズ
の
高
い
学
び
の
場
は
、

大
学
と
の
連
携
な
ど
で
機
会
を
拡
充
し

て
い
る
。
ま
た
、
夫
の
育
児
参
加
や
祖

父
母
の
支
援
は
、
母
親
の
負
担
や
孤
独

の
解
決
に
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
も
妊
産
婦
の
不
安
な
気
持
ち
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
一
層
強
化
し
支
援
と
サ
ー
ビ
ス
の
維

　熊
の
被
害
か
ら
児
童
・
生
徒
を

守
る
た
め
の
登
下
校
時
に
お
け
る

安
全
確
保
の
現
状
と
、
今
後
の
対
策
に

つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
現
在
、
栃
尾
地
域
の
小
・
中
学

校
で
は
、
児
童
や
生
徒
に
対
し
、

外
出
時
の
熊
鈴
の
携
行
や
、
早
朝
及
び

夕
暮
れ
時
の
外
出
を
控
え
る
こ
と
な
ど

の
発
達
段
階
に
応
じ
た
指
導
を
行
っ
て

い
る
。
危
険
な
区
域
で
は
、
教
職
員
に

よ
る
通
学
路
の
巡
回
や
児
童
等
の
引
率
、

地
域
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
と

連
携
し
た
見
守
り
に
よ
り
安
全
の
確
保

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
教
職
員
が
熊

に
遭
遇
し
た
場
合
に
備
え
、
熊
よ
け
ス

プ
レ
ー
を
各
学
校
に
配
備
し
た
。
今
後

も
現
行
の
対
策
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

学
校
が
主
体
と
な
っ
て
、
専
門
家
の
知

見
も
交
え
な
が
ら
安
全
教
育
の
推
進
に

向
け
て
働
き
か
け
て
い
く
。

　今
後
の
猿
被
害
対
策
や
熊
な
ど

の
危
険
鳥
獣
遭
遇
時
の
対
処
法
の

周
知
及
び
集
落
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

市
の
考
え
を
伺
う
。

　
猿
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
わ
な

の
増
設
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し

た
捕
獲
活
動
を
進
め
て
い
く
。

　
危
険
鳥
獣
遭
遇
時
の
正
し
い
対
処
法

に
つ
い
て
は
、
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス

に
基
づ
き
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
政
だ
よ

り
な
ど
を
通
じ
て
周
知
し
て
い
る
。
今

後
も
住
民
研
修
な
ど
を
通
し
て
市
民
に

分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
く
。

　
集
落
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
中

山
間
地
域
に
お
い
て
、
人
口
減
少
や
高

齢
化
等
が
原
因
で
空
き
家
の
増
加
や
人

手
不
足
が
生
じ
て
お
り
、
餌
と
な
る
作

物
の
残
り
や
果
実
の
放
置
な
ど
管
理
が

行
き
届
か
な
い
状
況
が
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
、

不
要
果
樹
の
伐
採
な
ど
地
域
ぐ
る
み
で

行
う
活
動
の
支
援
も
検
討
し
て
い
く
。

　市
民
生
活
の
危
機
に
際
し
て
の

果
敢
な
予
算
措
置
や
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
未
来
へ
の
投
資
が
重
要
で
あ
る

一
方
で
、
そ
の
た
め
の
健
全
財
政
維
持

へ
注
意
を
払
う
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
新
年
度
予

算
編
成
に
向
け
て
の
姿
勢
と
、
今
後
の

財
政
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　
新
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
を
確
実

に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
事
業
の
徹

底
し
た
見
直
し
と
取
捨
選
択
を
行
い
、

財
源
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
く
。
ま

た
、
未
来
へ
の
投
資
に
つ
い
て
、
そ
の

効
果
を
市
内
全
域
へ
波
及
さ
せ
る
方
策

の
検
討
と
着
実
な
情
報
発
信
を
通
じ
、

市
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
く
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
な
ど
に
よ
る
市
税
等
の
基
幹
収

入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
今
後

も
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
目
指
し
、

健
全
財
政
を
堅
持
し
て
い
く
。

　ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
や
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
の
時
代
を
見
据
え
た
ピ
ン
チ

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
方
策
と
、
長
岡

市
の
未
来
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

　
我
が
国
は
現
在
、
急
速
な
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど

に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
と
い
う
大
き
な
課
題
に
直
面
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
中
で
長
岡
市
は
、
今
こ

そ
米
百
俵
の
精
神
に
立
ち
返
り
、
底
力

を
発
揮
す
る
時
だ
と
考
え
る
。

　
よ
っ
て
、
生
活
環
境
の
更
な
る
向
上
や

人
づ
く
り
と
仕
事
づ
く
り
の
推
進
、
将

来
に
向
け
た
果
敢
な
投
資
を
通
じ
て
、

市
民
の
幸
せ
と
長
岡
の
拠
点
性
の
向
上

を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
市
民
協
働
の

伝
統
の
下
に
若
者
や
子
ど
も
た
ち
が
明

る
い
夢
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

持
に
努
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
本
市
の
男
性
育
児
休
業
取
得

率
は
昨
年
度
５
・６
％
、
民
間
企
業
で

は
５
・
２
％
で
、
い
ま
だ
に
男
性
が
取

得
し
づ
ら
い
環
境
に
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
子
育
て
支
援
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
に
向
け
関
係
機

関
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　本
市
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
受

診
率
は
年
々
下
が
っ
て
い
る
。
受

診
率
及
び
精
密
検
査
受
診
率
向
上
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
本
市
で
は
、
受
診
の
動
機
づ
け

と
早
期
発
見
を
目
的
に
、
20
歳
の

市
民
を
対
象
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配

布
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
特
定
健
診
と

が
ん
検
診
を
一
括
で
受
診
で
き
る
体
制

整
備
や
保
育
付
き
の
検
診
を
実
施
し
て

い
る
。
今
後
も
受
診
率
向
上
に
向
け
、

大
学
や
子
育
て
の
駅
で
の
周
知
啓
発
な

ど
の
手
法
を
検
討
し
て
く
。

　
ま
た
、
精
密
検
査
に
よ
り
毎
年
子
宮

頸
が
ん
が
発
見
さ
れ
て
い
る
た
め
、
検

査
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
未
受
診
者
に
対
し
、

市
の
保
健
師
に
よ
る
電
話
や
訪
問
に
よ

る
受
診
勧
奨
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も

受
診
率
向
上
に
向
け
て
引
き
続
き
強
く

働
き
掛
け
て
い
く
。

　支
所
地
域
で
は
高
齢
化
や
人
口

減
少
が
一
段
と
進
ん
で
い
る
が
、

こ
の
現
状
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
市

の
考
え
を
伺
う
。

　
市
内
全
域
で
高
齢
化
や
人
口
減

少
が
進
ん
で
い
る
が
、
支
所
地
域

で
は
そ
の
影
響
が
特
に
顕
著
で
あ
る
。

過
疎
や
高
齢
化
に
よ
る
地
域
の
担
い
手

不
足
、
鳥
獣
被
害
の
対
応
や
空
き
家
対

策
な
ど
、
市
民
か
ら
様
々
な
意
見
を
頂

い
て
い
る
。

　
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、
大
都
市
か
ら
地
方

へ
の
人
の
流
れ
が
出
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、
支
所
地
域
に
限
ら
ず
、
長
岡
全

域
で
移
転
・
移
住
の
環
境
整
備
を
行
い
、

活
力
あ
る
地
域
共
生
社
会
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
。
地
域
外
か
ら
の
人
や
企
業

の
流
入
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

開
か
れ
た
地
域
社
会
が
実
現
で
き
れ
ば
、

急
激
な
人
口
減
少
や
高
齢
化
を
食
い
止

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　地
域
活
性
化
の
た
め
に
、
国
内

友
好
都
市
と
の
関
係
性
を
深
め
て

い
く
こ
と
が
交
流
人
口
の
増
加
に
有
効

で
あ
る
と
考
え
る
が
、市
の
考
え
を
伺
う
。

　
交
流
人
口
の
増
加
は
地
方
創
生

の
要
で
あ
り
、
第
２
期
長
岡
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に

お
い
て
も
、
交
流
人
口
や
関
係
人
口
の

増
加
を
戦
略
に
据
え
て
、
様
々
な
施
策

を
展
開
し
て
い
る
。
本
市
の
国
内
に
お

け
る
姉
妹
・
友
好
都
市
と
は
、
地
域
の

祭
り
や
農
業
体
験
な
ど
を
通
じ
て
信
頼

関
係
や
協
力
関
係
を
築
い
て
お
り
、
こ

う
し
た
つ
な
が
り
を
生
か
し
、
長
岡

フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
が
、
交
流
人
口

の
増
加
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
国
内
に
向
け

た
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ

り
、
姉
妹
・
友
好
都
市
か
ら
の
誘
客
な

ど
、
経
済
活
動
等
に
つ
な
が
る
効
果
的

な
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

※１　図書館情報システム：図書館における業務の効率化のため、バーコード読み取りによる図書の貸出・返却、蔵書管理、児童・生徒の読書記録等を行うシステムのこと

加藤　尚登 
（市民クラブ）

多田　光輝
（市民クラブ）

笠井　則雄
（共産党市議団）

荒木　法子
（市民クラブ）

関　充夫
（長岡令和クラブ）

議会の臨場感をスマホでも！
　各議員の顔写真の右下にＱＲコードを掲載しています。スマートフォンやタブレットで
ＱＲコードを読み取ると、それぞれの議員の一般質問が動画でご覧いただけます。

コ
ロ
ナ
禍
で
課
題
と
な
っ
た
出
産
、

　
育
児
、
働
き
方
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

図
書
館
活
動
の
充
実
に
つ
い
て

市
長
２
期
目
へ
の
決
意
に
つ
い
て

今
後
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

12 月定例会

主な質問と答弁の要旨を掲載します

11人が一般質問11人が一般質問11人が一般質問

～一般質問とは～～一般質問とは～
　議員が長岡市の一般事務について、市長をはじめとする執行機関等に対し、
その適正な実施がなされているかを問いただしたり、自身の所信を表明した
りすることを目的とする質問をいいます。
　一般質問は、定例会に限って認められ、提出された議案とは関係なく本会
議で行われます。
　なお、長岡市議会の一般質問では、質問の論点や争点を明確にし、執行機
関から十分かつ正確な答弁を得ることで充実した能率的な議会運営を図るた
め、あらかじめ議長に質問の要旨を通告する「通告制」が採用されています。
　また、長岡市議会では、一般質問の在り方を長岡市議会基本条例で定めて
おり、議員が一般質問を行うに当たっては、広く市民の市政に対する理解と
関心を高めるように努めなければならないとされています。

※

1

　
ひ
き
こ
も
り
は
想
像
以
上
に
深

刻
な
社
会
問
題
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
市
の
認
識
を
伺
う
。

　
ひ
き
こ
も
り
は
、
若
者
だ
け
で

な
く
、
い
わ
ゆ
る
８
０
５
０
問
題

な
ど
、
中
高
年
を
含
め
た
広
い
世
代
に

及
ぶ
も
の
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
市
に

寄
せ
ら
れ
た
相
談
に
は
、
家
族
だ
け
で

抱
え
込
む
こ
と
で
将
来
へ
の
不
安
か
ら

精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
と
い
う

ケ
ー
ス
や
一
度
就
職
し
て
も
社
会
へ
の

適
応
が
困
難
と
な
る
ケ
ー
ス
、
当
事
者

の
生
活
を
支
え
て
い
た
親
世
代
の
高
齢

化
等
に
よ
り
経
済
的
困
窮
に
陥
っ
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
、
こ
う
し
た

背
景
に
は
様
々
な
要
因
が
あ
る
と
考
え

る
。

　
ひ
き
こ
も
り
の
調
査
を
行
い
、

実
態
が
分
か
る
こ
と
で
、
市
役
所

全
体
や
市
民
全
体
で
課
題
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
本
人
や
家
族
が

福
祉
や
医
療
な
ど
の
相
談
窓
口
に
つ
な

が
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
本
市
も
ひ

き
こ
も
り
の
実
態
調
査
を
早
急
に
行
う

べ
き
だ
と
考
え
る
が
、市
の
考
え
を
伺
う
。

　
実
態
調
査
を
す
べ
き
と
い
う
考

え
も
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
ひ

き
こ
も
り
は
、
当
事
者
が
現
状
を
知
ら

れ
な
い
よ
う
誰
に
も
相
談
せ
ず
、
悩
み

を
抱
え
込
む
た
め
、
問
題
が
表
面
化
し

づ
ら
い
と
い
う
特
質
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

調
査
を
通
じ
て
実
態
を
正
確
に
把
握
す

る
こ
と
は
難
し
い
面
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
現
在
、
市
と
し
て
は
、
実
際
に

寄
せ
ら
れ
た
相
談
や
日
頃
の
保
健
師
等

の
訪
問
活
動
の
中
で
個
々
の
支
援
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
て
お
り
、
令
和
元
年
度
は

91
件
の
相
談
に
対
応
し
て
き
た
。
こ
の

よ
う
に
相
談
ケ
ー
ス
を
着
実
に
積
み
上

げ
る
こ
と
で
、
ひ
き
こ
も
り
に
悩
む
当

事
者
に
対
し
、
必
要
な
支
援
を
確
実
に

届
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　
介
護
保
険
料
の
滞
納
状
況
及
び

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お

け
る
保
険
料
の
見
込
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
介
護
保
険
料
の
滞
納
状
況
は
、

令
和
元
年
度
で
滞
納
者
５
６
９
人
、

滞
納
額
が
２
２
２
３
万
９
７
０
０
円
で

あ
り
、
生
活
困
窮
等
の
理
由
に
よ
る
滞

納
に
伴
う
給
付
制
限
の
対
象
者
は
５
人

と
な
っ
て
い
る
。

　
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
け

る
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
人
口

の
増
加
に
よ
る
要
介
護
認
定
者
と
給
付

費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
被
保

険
者
の
負
担
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
、

計
画
期
間
に
お
い
て
必
要
と
見
込
ま
れ

る
給
付
費
を
基
に
適
正
な
金
額
を
算
定

し
た
い
。

　
米
の
需
給
や
価
格
の
安
定
対
策

に
つ
い
て
国
に
強
く
求
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺

う
。
ま
た
、
米
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
や
園
芸
作
物
の
拡
大
等
に
お
い
て
農

業
者
へ
の
支
援
の
強
化
が
必
要
と
考
え

る
が
、
市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
米
価
の
維
持
や
作
付
転
換
等
を

行
う
に
は
、
国
の
対
策
や
支
援
は

大
変
重
要
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今

後
の
国
の
動
向
や
施
策
を
注
視
し
、
必

要
に
応
じ
て
生
産
者
の
声
を
国
や
県
に

伝
え
て
い
く
。
市
と
し
て
は
、
高
品
質

な
米
を
作
り
続
け
ら
れ
る
産
地
づ
く
り

と
農
業
の
経
営
基
盤
強
化
が
必
要
と
考

え
る
。
そ
の
た
め
、
担
い
手
へ
の
農
地

集
積
を
進
め
、
園
芸
農
業
に
対
す
る
機

械
や
施
設
の
整
備
、
米
な
ど
の
直
接
販

売
を
行
う
サ
イ
ト
の
開
設
な
ど
、
経
営

基
盤
の
強
化
を
目
指
し
た
取
り
組
み
に

対
し
て
引
き
続
き
支
援
す
る
と
と
も
に
、

中
山
間
地
域
農
業
の
維
持
活
性
化
や
鳥

獣
被
害
対
策
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

　
い
わ
ゆ
る
８
０
５
０
問
題
や
ダ

ブ
ル
ケ
ア
な
ど
従
来
の
支
援
制
度

で
は
対
応
が
難
し
い
課
題
に
対
し
、
法

改
正
に
よ
り
新
た
に
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
が
創
設
さ
れ
る
。
市
と
し
て

も
、
断
ら
な
い
相
談
支
援
体
制
を
目
指

し
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

が
、
事
業
に
対
す
る
認
識
と
今
後
取
り

組
む
上
で
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
は
、

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
し
、

既
存
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
柔
軟

に
使
い
や
す
く
す
る
仕
組
み
づ
く
り
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
事
業
の
課
題
と
し
て
は
、
組
織
の
縦

割
り
を
排
除
し
た
横
断
的
な
対
応
や
、

諸橋　虎雄
（共産党市議団）

　
原
発
再
稼
働
の
た
め
の
国
の
審

査
結
果
に
つ
い
て
、
国
は
直
接
市

民
に
対
し
て
説
明
す
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。
ま
た
、
原
発
再
稼
働
へ
の

動
き
が
進
ん
で
い
る
中
で
、
今
後
市
は

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
現
在
、
市
か
ら
国
や
事
業
者
に

対
し
、
審
査
結
果
を
市
民
に
直
接

説
明
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
お
り
、
今

後
も
市
町
村
研
究
会
等
を
通
じ
、
引
き

続
き
こ
う
し
た
課
題
や
安
全
対
策
を
国

や
事
業
者
な
ど
に
求
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
市
長
と
し
て
は
選
挙
で
公
約

し
た
と
お
り
、
今
後
も
市
民
の
不
安
が

解
消
さ
れ
な
い
限
り
、
原
発
は
再
稼
働

す
べ
き
で
な
い
と
い
う
姿
勢
を
堅
持
し

て
い
く
。

　
市
内
各
地
域
へ
の
誘
客
の
促
進

に
は
、
各
地
域
の
催
し
物
を
つ
な

げ
る
な
ど
、
地
域
間
の
連
携
が
重
要
で

あ
り
、
道
の
駅
な
が
お
か
花
火
館
を
中

心
と
し
て
各
地
域
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に

周
遊
を
促
す
仕
組
み
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
令
和
２
年
９
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
花
火
館
は
、
こ
れ
ま
で
の
来
館

者
が
約
51
万
人
で
、
市
内
外
か
ら
多
く

の
方
が
訪
れ
て
い
る
。
花
火
館
か
ら
各

地
域
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
へ
の
周
遊
を
促

す
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
大
変
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
市

内
20
カ
所
の
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
周
遊
促

進
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
も
地
域
資
源
の
磨
き
上
げ
と
と

も
に
、
花
火
館
を
中
心
と
し
た
周
遊

ル
ー
ト
の
Ｐ
Ｒ
等
、
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
た

い
。

相
談
対
応
を
行
う
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
加
え
、
行
政
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
問
題
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
多
様
な
担
い
手
の
確
保
が
必
要

に
な
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
新
た
な
事
業
実
施
の
た
め
、
市

役
所
を
中
心
に
関
係
機
関
や
地
域
住
民

等
を
含
め
、
市
全
体
で
意
識
の
共
有
を

図
り
な
が
ら
支
援
体
制
の
構
築
を
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺

う
。

　
市
は
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障

害
者
や
生
活
困
窮
者
等
、
分
野
ご

と
に
外
部
関
係
機
関
を
交
え
た
連
携
組

織
を
有
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
組
織
体

制
の
更
な
る
連
携
強
化
に
努
め
、
複
雑

化
す
る
困
難
事
例
に
で
き
る
だ
け
初
期

段
階
で
対
応
し
、
解
決
に
導
く
こ
と
を

目
指
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
今
後
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
や
市
民
活
動
を
積
極
的
に
支
援
・

育
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
的
な

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
構
築
し
、
市
全

体
の
相
談
能
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

五十嵐　良一
（民成クラブ）

桑原　望
（無所属）

池田　明弘
（長岡市公明党）

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

断
ら
な
い
相
談
支
援
体
制
に
つ
い
て

介
護
保
険
事
業
と
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
つ
い
て

米
需
要
の
大
幅
減
少
と

　
　
　
米
価
下
落
対
策
に
つ
い
て

ひ
き
こ
も
り
対
策
に
つ
い
て

柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

今
後
の
観
光
政
策
に
つ
い
て

※２　コミュニティ・スクール：学校と地域が目標を共有して学校運営に意見を反映させ、子どもたちの豊かな成長を支えるための国の教育施策
※３　重層的支援体制整備事業：令和２年６月に改正された社会福祉法に基づき、市町村において、地域住民の複合・複雑化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制を整備するため、対象者の属性
　　　　　　　　　　　　　　　を問わない相談支援、多様な参加支援、地域づくりに向けた支援を一体的に行うもの
※４　PCB：ポリ塩化ビフェニルの略称で、人工的に作られた主に油状の化学物質のこと

　
市
有
施
設
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃

棄
物
の
処
理
状
況
や
撤
去
後
の
保

管
状
況
、Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
掘
り
起
こ

し
調
査
の
徹
底
の
た
め
の
市
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

　
市
有
施
設
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃

棄
物
の
処
理
状
況
に
つ
い
て
は
、

Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
別
措
置
法
に
定
め
ら
れ
て
い

る
期
限
内
の
処
理
完
了
に
向
け
、
計
画

的
に
進
め
て
い
る
。

　
撤
去
さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
保
管

状
況
に
つ
い
て
は
、
同
法
に
基
づ
き
、

関
係
者
以
外
の
立
ち
入
り
が
な
い
場
所

で
他
の
廃
棄
物
と
区
分
し
、
漏
え
い
が

な
い
よ
う
に
厳
重
な
保
管
を
行
っ
て
い

　
本
市
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
制
度
の
必
要
性

及
び
導
入
の
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

　
本
市
で
は
、「
熱
中
！
感
動
！

夢
づ
く
り
教
育
」
の
学
校
・
子
ど

も
か
が
や
き
塾
事
業
の
予
算
を
活
用
し
、

様
々
な
学
校
で
地
域
の
人
材
や
資
源
を

生
か
し
た
全
国
に
誇
れ
る
特
色
あ
る
取

り
組
み
を
数
多
く
行
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
が
、
既
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
制
度
の
目
的
や
狙
い

に
合
致
し
た
成
果
と
し
て
現
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ
に
加
え
て
さ

ら
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
制
度

を
導
入
す
る
こ
と
で
、
学
校
の
方
針
や

子
ど
も
の
育
て
方
に
つ
い
て
地
域
と
共

通
認
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
更
な
る

長
岡
の
教
育
の
充
実
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。

　
今
後
の
導
入
予
定
に
つ
い
て
は
、
来

年
度
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
を
指
定
し
て
効

果
を
検
証
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て

全
地
域
で
の
導
入
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
制

度
を
よ
り
実
効
性
あ
る
も
の
に
し

て
い
く
た
め
の
今
後
の
取
り
組
み
方
針

に
つ
い
て
伺
う
。

　
各
学
校
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
地
域
と
の
連
携
を
生
か
し
た
多

様
性
の
あ
る
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
が
、

長
岡
方
式
と
し
て
実
効
性
を
高
め
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
制
度
の

導
入
に
併
せ
て
保
護
者
や
地
域
な
ど
へ

の
周
知
啓
発
を
図
り
、
子
ど
も
の
育
ち

を
支
え
る
取
り
組
み
へ
の
理
解
を
深
め
、

協
力
者
を
増
や
す
こ
と
も
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性

や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
、
こ
れ
ま

で
の
各
校
の
取
り
組
み
が
さ
ら
に
向
上

す
る
よ
う
、
実
効
性
の
あ
る
制
度
に
し

て
い
く
。

る
。

　
調
査
の
徹
底
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
に
全
庁
的
な
調
査
を
行
い
、
設
置
数

や
保
管
状
況
等
を
把
握
し
て
き
た
が
、

廃
棄
物
の
直
近
の
処
理
期
限
が
令
和
３

年
度
末
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
再

度
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
理
漏
れ
や

不
法
投
棄
の
発
生
防
止
、
廃
棄
物

が
災
害
ご
み
と
な
ら
な
い
た
め
の
期
限

が
迫
る
廃
棄
物
処
理
の
市
民
周
知
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理
の
周
知
に

つ
い
て
は
県
が
主
体
と
な
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
通
知
文
書
の
送
付
等

で
呼
び
か
け
を
行
う
と
と
も
に
、
助
成

金
や
県
独
自
の
資
金
融
資
制
度
も
あ
り
、

市
民
や
事
業
者
に
対
し
て
適
正
な
保
管

と
期
限
内
処
理
を
促
し
て
い
る
。
本
市

と
し
て
も
、
確
実
か
つ
適
正
な
処
理
に

向
け
、
県
や
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
、
市
民
へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

大竹　雅春
（市民クラブ）

松野　憲一郎
（無所属）

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
分
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

※

２

※
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※
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ひ
き
こ
も
り
は
想
像
以
上
に
深

刻
な
社
会
問
題
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
市
の
認
識
を
伺
う
。

　
ひ
き
こ
も
り
は
、
若
者
だ
け
で

な
く
、
い
わ
ゆ
る
８
０
５
０
問
題

な
ど
、
中
高
年
を
含
め
た
広
い
世
代
に

及
ぶ
も
の
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
市
に

寄
せ
ら
れ
た
相
談
に
は
、
家
族
だ
け
で

抱
え
込
む
こ
と
で
将
来
へ
の
不
安
か
ら

精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
と
い
う

ケ
ー
ス
や
一
度
就
職
し
て
も
社
会
へ
の

適
応
が
困
難
と
な
る
ケ
ー
ス
、
当
事
者

の
生
活
を
支
え
て
い
た
親
世
代
の
高
齢

化
等
に
よ
り
経
済
的
困
窮
に
陥
っ
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
、
こ
う
し
た

背
景
に
は
様
々
な
要
因
が
あ
る
と
考
え

る
。

　
ひ
き
こ
も
り
の
調
査
を
行
い
、

実
態
が
分
か
る
こ
と
で
、
市
役
所

全
体
や
市
民
全
体
で
課
題
を
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
本
人
や
家
族
が

福
祉
や
医
療
な
ど
の
相
談
窓
口
に
つ
な

が
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
本
市
も
ひ

き
こ
も
り
の
実
態
調
査
を
早
急
に
行
う

べ
き
だ
と
考
え
る
が
、市
の
考
え
を
伺
う
。

　
実
態
調
査
を
す
べ
き
と
い
う
考

え
も
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
ひ

き
こ
も
り
は
、
当
事
者
が
現
状
を
知
ら

れ
な
い
よ
う
誰
に
も
相
談
せ
ず
、
悩
み

を
抱
え
込
む
た
め
、
問
題
が
表
面
化
し

づ
ら
い
と
い
う
特
質
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

調
査
を
通
じ
て
実
態
を
正
確
に
把
握
す

る
こ
と
は
難
し
い
面
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
現
在
、
市
と
し
て
は
、
実
際
に

寄
せ
ら
れ
た
相
談
や
日
頃
の
保
健
師
等

の
訪
問
活
動
の
中
で
個
々
の
支
援
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
て
お
り
、
令
和
元
年
度
は

91
件
の
相
談
に
対
応
し
て
き
た
。
こ
の

よ
う
に
相
談
ケ
ー
ス
を
着
実
に
積
み
上

げ
る
こ
と
で
、
ひ
き
こ
も
り
に
悩
む
当

事
者
に
対
し
、
必
要
な
支
援
を
確
実
に

届
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　
介
護
保
険
料
の
滞
納
状
況
及
び

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お

け
る
保
険
料
の
見
込
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
介
護
保
険
料
の
滞
納
状
況
は
、

令
和
元
年
度
で
滞
納
者
５
６
９
人
、

滞
納
額
が
２
２
２
３
万
９
７
０
０
円
で

あ
り
、
生
活
困
窮
等
の
理
由
に
よ
る
滞

納
に
伴
う
給
付
制
限
の
対
象
者
は
５
人

と
な
っ
て
い
る
。

　
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
け

る
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
人
口

の
増
加
に
よ
る
要
介
護
認
定
者
と
給
付

費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
被
保

険
者
の
負
担
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
、

計
画
期
間
に
お
い
て
必
要
と
見
込
ま
れ

る
給
付
費
を
基
に
適
正
な
金
額
を
算
定

し
た
い
。

　
米
の
需
給
や
価
格
の
安
定
対
策

に
つ
い
て
国
に
強
く
求
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺

う
。
ま
た
、
米
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
や
園
芸
作
物
の
拡
大
等
に
お
い
て
農

業
者
へ
の
支
援
の
強
化
が
必
要
と
考
え

る
が
、
市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
米
価
の
維
持
や
作
付
転
換
等
を

行
う
に
は
、
国
の
対
策
や
支
援
は

大
変
重
要
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今

後
の
国
の
動
向
や
施
策
を
注
視
し
、
必

要
に
応
じ
て
生
産
者
の
声
を
国
や
県
に

伝
え
て
い
く
。
市
と
し
て
は
、
高
品
質

な
米
を
作
り
続
け
ら
れ
る
産
地
づ
く
り

と
農
業
の
経
営
基
盤
強
化
が
必
要
と
考

え
る
。
そ
の
た
め
、
担
い
手
へ
の
農
地

集
積
を
進
め
、
園
芸
農
業
に
対
す
る
機

械
や
施
設
の
整
備
、
米
な
ど
の
直
接
販

売
を
行
う
サ
イ
ト
の
開
設
な
ど
、
経
営

基
盤
の
強
化
を
目
指
し
た
取
り
組
み
に

対
し
て
引
き
続
き
支
援
す
る
と
と
も
に
、

中
山
間
地
域
農
業
の
維
持
活
性
化
や
鳥

獣
被
害
対
策
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
。

　
い
わ
ゆ
る
８
０
５
０
問
題
や
ダ

ブ
ル
ケ
ア
な
ど
従
来
の
支
援
制
度

で
は
対
応
が
難
し
い
課
題
に
対
し
、
法

改
正
に
よ
り
新
た
に
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
が
創
設
さ
れ
る
。
市
と
し
て

も
、
断
ら
な
い
相
談
支
援
体
制
を
目
指

し
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

が
、
事
業
に
対
す
る
認
識
と
今
後
取
り

組
む
上
で
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
は
、

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
し
、

既
存
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
柔
軟

に
使
い
や
す
く
す
る
仕
組
み
づ
く
り
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
事
業
の
課
題
と
し
て
は
、
組
織
の
縦

割
り
を
排
除
し
た
横
断
的
な
対
応
や
、

諸橋　虎雄
（共産党市議団）

　
原
発
再
稼
働
の
た
め
の
国
の
審

査
結
果
に
つ
い
て
、
国
は
直
接
市

民
に
対
し
て
説
明
す
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。
ま
た
、
原
発
再
稼
働
へ
の

動
き
が
進
ん
で
い
る
中
で
、
今
後
市
は

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
現
在
、
市
か
ら
国
や
事
業
者
に

対
し
、
審
査
結
果
を
市
民
に
直
接

説
明
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
お
り
、
今

後
も
市
町
村
研
究
会
等
を
通
じ
、
引
き

続
き
こ
う
し
た
課
題
や
安
全
対
策
を
国

や
事
業
者
な
ど
に
求
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
市
長
と
し
て
は
選
挙
で
公
約

し
た
と
お
り
、
今
後
も
市
民
の
不
安
が

解
消
さ
れ
な
い
限
り
、
原
発
は
再
稼
働

す
べ
き
で
な
い
と
い
う
姿
勢
を
堅
持
し

て
い
く
。

　
市
内
各
地
域
へ
の
誘
客
の
促
進

に
は
、
各
地
域
の
催
し
物
を
つ
な

げ
る
な
ど
、
地
域
間
の
連
携
が
重
要
で

あ
り
、
道
の
駅
な
が
お
か
花
火
館
を
中

心
と
し
て
各
地
域
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に

周
遊
を
促
す
仕
組
み
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
令
和
２
年
９
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
花
火
館
は
、
こ
れ
ま
で
の
来
館

者
が
約
51
万
人
で
、
市
内
外
か
ら
多
く

の
方
が
訪
れ
て
い
る
。
花
火
館
か
ら
各

地
域
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
へ
の
周
遊
を
促

す
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
大
変
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
市

内
20
カ
所
の
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
周
遊
促

進
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
も
地
域
資
源
の
磨
き
上
げ
と
と

も
に
、
花
火
館
を
中
心
と
し
た
周
遊

ル
ー
ト
の
Ｐ
Ｒ
等
、
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
た

い
。

相
談
対
応
を
行
う
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
加
え
、
行
政
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
問
題
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
多
様
な
担
い
手
の
確
保
が
必
要

に
な
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
新
た
な
事
業
実
施
の
た
め
、
市

役
所
を
中
心
に
関
係
機
関
や
地
域
住
民

等
を
含
め
、
市
全
体
で
意
識
の
共
有
を

図
り
な
が
ら
支
援
体
制
の
構
築
を
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺

う
。

　
市
は
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障

害
者
や
生
活
困
窮
者
等
、
分
野
ご

と
に
外
部
関
係
機
関
を
交
え
た
連
携
組

織
を
有
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
組
織
体

制
の
更
な
る
連
携
強
化
に
努
め
、
複
雑

化
す
る
困
難
事
例
に
で
き
る
だ
け
初
期

段
階
で
対
応
し
、
解
決
に
導
く
こ
と
を

目
指
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
今
後
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
や
市
民
活
動
を
積
極
的
に
支
援
・

育
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
的
な

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
構
築
し
、
市
全

体
の
相
談
能
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

五十嵐　良一
（民成クラブ）

桑原　望
（無所属）

池田　明弘
（長岡市公明党）

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

断
ら
な
い
相
談
支
援
体
制
に
つ
い
て

介
護
保
険
事
業
と
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
つ
い
て

米
需
要
の
大
幅
減
少
と

　
　
　
米
価
下
落
対
策
に
つ
い
て

ひ
き
こ
も
り
対
策
に
つ
い
て

柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

今
後
の
観
光
政
策
に
つ
い
て

※２　コミュニティ・スクール：学校と地域が目標を共有して学校運営に意見を反映させ、子どもたちの豊かな成長を支えるための国の教育施策
※３　重層的支援体制整備事業：令和２年６月に改正された社会福祉法に基づき、市町村において、地域住民の複合・複雑化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制を整備するため、対象者の属性
　　　　　　　　　　　　　　　を問わない相談支援、多様な参加支援、地域づくりに向けた支援を一体的に行うもの
※４　PCB：ポリ塩化ビフェニルの略称で、人工的に作られた主に油状の化学物質のこと

　
市
有
施
設
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃

棄
物
の
処
理
状
況
や
撤
去
後
の
保

管
状
況
、Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
掘
り
起
こ

し
調
査
の
徹
底
の
た
め
の
市
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

　
市
有
施
設
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃

棄
物
の
処
理
状
況
に
つ
い
て
は
、

Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
別
措
置
法
に
定
め
ら
れ
て
い

る
期
限
内
の
処
理
完
了
に
向
け
、
計
画

的
に
進
め
て
い
る
。

　
撤
去
さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
保
管

状
況
に
つ
い
て
は
、
同
法
に
基
づ
き
、

関
係
者
以
外
の
立
ち
入
り
が
な
い
場
所

で
他
の
廃
棄
物
と
区
分
し
、
漏
え
い
が

な
い
よ
う
に
厳
重
な
保
管
を
行
っ
て
い

　
本
市
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
制
度
の
必
要
性

及
び
導
入
の
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

　
本
市
で
は
、「
熱
中
！
感
動
！

夢
づ
く
り
教
育
」
の
学
校
・
子
ど

も
か
が
や
き
塾
事
業
の
予
算
を
活
用
し
、

様
々
な
学
校
で
地
域
の
人
材
や
資
源
を

生
か
し
た
全
国
に
誇
れ
る
特
色
あ
る
取

り
組
み
を
数
多
く
行
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
が
、
既
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
制
度
の
目
的
や
狙
い

に
合
致
し
た
成
果
と
し
て
現
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ
に
加
え
て
さ

ら
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
制
度

を
導
入
す
る
こ
と
で
、
学
校
の
方
針
や

子
ど
も
の
育
て
方
に
つ
い
て
地
域
と
共

通
認
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
更
な
る

長
岡
の
教
育
の
充
実
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。

　
今
後
の
導
入
予
定
に
つ
い
て
は
、
来

年
度
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
を
指
定
し
て
効

果
を
検
証
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て

全
地
域
で
の
導
入
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
制

度
を
よ
り
実
効
性
あ
る
も
の
に
し

て
い
く
た
め
の
今
後
の
取
り
組
み
方
針

に
つ
い
て
伺
う
。

　
各
学
校
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
地
域
と
の
連
携
を
生
か
し
た
多

様
性
の
あ
る
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
が
、

長
岡
方
式
と
し
て
実
効
性
を
高
め
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
制
度
の

導
入
に
併
せ
て
保
護
者
や
地
域
な
ど
へ

の
周
知
啓
発
を
図
り
、
子
ど
も
の
育
ち

を
支
え
る
取
り
組
み
へ
の
理
解
を
深
め
、

協
力
者
を
増
や
す
こ
と
も
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性

や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
、
こ
れ
ま

で
の
各
校
の
取
り
組
み
が
さ
ら
に
向
上

す
る
よ
う
、
実
効
性
の
あ
る
制
度
に
し

て
い
く
。

る
。

　
調
査
の
徹
底
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
に
全
庁
的
な
調
査
を
行
い
、
設
置
数

や
保
管
状
況
等
を
把
握
し
て
き
た
が
、

廃
棄
物
の
直
近
の
処
理
期
限
が
令
和
３

年
度
末
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
再

度
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
理
漏
れ
や

不
法
投
棄
の
発
生
防
止
、
廃
棄
物

が
災
害
ご
み
と
な
ら
な
い
た
め
の
期
限

が
迫
る
廃
棄
物
処
理
の
市
民
周
知
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理
の
周
知
に

つ
い
て
は
県
が
主
体
と
な
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
通
知
文
書
の
送
付
等

で
呼
び
か
け
を
行
う
と
と
も
に
、
助
成

金
や
県
独
自
の
資
金
融
資
制
度
も
あ
り
、

市
民
や
事
業
者
に
対
し
て
適
正
な
保
管

と
期
限
内
処
理
を
促
し
て
い
る
。
本
市

と
し
て
も
、
確
実
か
つ
適
正
な
処
理
に

向
け
、
県
や
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
、
市
民
へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

大竹　雅春
（市民クラブ）

松野　憲一郎
（無所属）

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
分
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

※

２

※

4

※

3
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　各常任委員会では、議案審査のほかにそれぞれ担当する事業等について質問する
「所管事項に関する質問」を行っています。ここでは、質問の一部を掲載しています。
　詳しくは会議録（２月中旬発行予定）、インターネット録画中継をご覧ください。

12月定例会
常任委員会の所管に関する質問
総務委員会 文教福祉委員会
●コロナ禍を踏まえた人口減少対策その他の今後の地方創生の取り組み
●行政手続きの押印廃止と書面主義の見直しについての考え
●災害時に備えた「長岡方式の避難行動」の十分な周知の必要性
●市有施設の長寿命化における地域の状況を加味した修繕・改修工事の優先度
●令和２年度の財政見通しと財政調整基金の見込み
●公文書管理条例の制定なども見据えた今後の公文書管理の方針　
●市役所庁舎において新型コロナウイルス感染症患者が確認された場合の対応
 ほか

●中学校における部活動の在り方
●コロナ禍における切れ目のない支援への対応
●栃尾地域における総合支援学校スクールバスの運行区間延伸の検討状況
●令和元年度のひきこもりの相談件数に対する認識
●健康寿命の延伸施策における今後の課題
●学校給食費の公会計化を実施した場合の課題及びその解決策
●小・中学校におけるタブレット端末の活用状況
 ほか

産業市民委員会 建設委員会
●道の駅ながおか花火館の観光ハブ拠点としての活用策
●スポーツ推進委員の今後のコロナ禍における活動の在り方
●長岡地域若者サポートステーションにおける困難を抱える若者への就労支援
●地域農業における農地の集積・集約化の支援策
●種子法廃止と種苗法改正に伴う農家への影響
●令和２年産米の作柄状況
●コミュニティセンター等における水銀灯からＬＥＤへの移行状況と今後のス

ケジュール
 ほか

●消雪施設の突発的な故障への対応方法
●旧機那サフラン酒本舗周辺における通学路確保のための取り組み状況
●住宅リフォーム支援事業の今年度の変更点と利用状況
●市営駐車場の案内表示の改善
●さいわいプラザ西側の市所有地の防災利用
●市内の道路消雪組合の現状と課題
●道路等の維持管理における長崎県の「道守」制度のような市民協働の取り組み
 ほか

気候非常事態宣言の実施を求める決議
　近年、世界各地で記録的な高温や大雨、深刻な干ばつ等の気候変動に伴
う異常気象が頻発し、世界中の人々、生態系及び生計に深刻な影響を与え
ている。
　長岡市においても、昨年10月、令和元年台風第19号の豪雨により深刻な
浸水被害が生じ、市民の生命、身体及び財産が脅威にさらされたことは記
憶に新しい。
　気候変動に関する政府間パネル（IPCC）によれば、気候の温暖化には疑
う余地がなく、大気及び海洋の温暖化、雪氷の量の減少、海面水位の上昇
など、近年の気候変動が人間及び自然に対し、広範囲にわたる影響を及ぼ
してきたとされている。
　こうした状況を脱するため、2015年に採択された新たな国際的枠組みで
ある「パリ協定」では、世界全体の平均気温の上昇が産業革命前よりも
２℃を十分下回るとともに、1.5℃までに制限されるための努力が示された
ものの、2018年のIPCC「1.5℃特別報告書」によれば、現在の進行速度では、
早ければ2030年に1.5℃の地球温暖化に達すると警鐘が鳴らされている。
　このように、地球温暖化の影響及び加速度的進行は、科学的知見によっ
て立証されており、この問題は、気候変動の域を超えて気候非常事態の状
況に立ち至っている。
　長岡市は、信濃川とその支流を軸とした自然環境が様々な恵沢をもたら
し、山岳から海岸までに至る変化に富んだ地勢が多くの良好な景観を形成
する、豊かで美しいまちである。
　私たちは、この美しいまちを守り、次世代に引き継ぐことが自身に課せ
られた重要な責務であることを認識する必要があり、市、市民、事業者及
び団体が、地球温暖化という危機的課題について当事者意識を持ち、それ
ぞれの立場でできることに取り組む必要がある。
　よって、長岡市議会は、気候が非常事態にあるという危機感を全市を挙
げて共有し、この事態に真摯に向き合うとともに、未来へ向けたそれぞれ
の責任ある行動を促すため、市長において「気候非常事態宣言」を行うこ
とを強く求める。
　以上、決議する。

北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書
　新潟県では、昭和52年11月に新潟市で横田めぐみさんが、また昭和53年
７月には柏崎市で蓮池薫さん、蓮池祐木子さんが、同年８月に佐渡市で曽
我ひとみさん、曽我ミヨシさんの５名が北朝鮮に拉致されました。横田め
ぐみさんと曽我ミヨシさんは、いまだ帰国を果たせず、また長岡市で行方
が分からなくなった中村三奈子さんをはじめ、県内には拉致の疑いのある
特定失踪者の方が６名おられ、現在も安否が分からぬままとなっていま
す。
　菅総理大臣は、就任後初めての所信表明演説で、拉致問題に関して「引
き続き、政権の最重要課題である」と述べ、全ての拉致被害者の一日も早
い帰国に向け全力を挙げる考えを示されました。また、再度拉致問題担当
大臣に就任した加藤官房長官も、米国など関係国としっかりと連携を取っ
ていく考えを会見で示し、解決に意欲を示されました。
　一方で、被害者自身やその家族も高齢化しており、本年６月には、横田
めぐみさんの父、滋さんがめぐみさんとの再会を果たせぬまま他界されま
した。このような悲劇を繰り返さないためには、もはや一刻の猶予もあり
ません。
　よって、国会及び政府におかれては、拉致被害者及び特定失踪者家族の
痛切な思いを共有し、北朝鮮による拉致被害者及び特定失踪者全員の早期
帰国及び真相の究明に向け、国際情勢に鑑みて、時機を逸することなく、
国を挙げて全力で取り組まれるよう、強く要望します。

（送付先）
　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣、拉致問題担当大臣

～決議とは～
　市議会の意思を対外的に表明することが必要である場合
になされる議決のことをいいます。

～意見書とは～
　市民生活に重要なことで、それが国や県の仕事である場合、市の力
では解決できないことがあります。このようなとき、議会の意思を意
見としてまとめ、国会や県などに伝える手段のことをいいます。

12月定例会で可決した決議・意見書
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３月定例会のご案内 ３月定例会の日程は、２月上旬に決定します。

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

・開会　　午後１時
・受付　　午後０時30分からアオーレ長岡
　　　　　西棟２階（傍聴受付）にて
・定員　　40人、車いす席２人、親子傍聴席10人
※新型コロナウイルス感染症対策のため、一時的に定員数を変更しています

常
任
委
員
会

・開会　　午前10時
・受付　　午前９時30分からアオーレ長岡
　　　　　西棟４階（議会事務局）にて
・定員　　12人

①　議案の内容が提出者である市長や議員から説明されます。
②　専門的に審査するため、関係する委員会に付託します。

・開会　　午前11時30分
・受付　　午前11時からアオーレ長岡
　　　　　西棟４階（議会事務局）にて
・定員　　12人 コロナ対策で間隔を空けた傍聴席

【市議会を傍聴される方へのお願い（新型コロナウイルス対策について）】
 新型コロナウイルス感染症の予防及び拡大防止のため、次のことをお願いします。
 　1　傍聴席入場時のアルコール消毒
 　2　マスクの着用
 　3　他の傍聴者と間隔を空けた着席
 なお、発熱やせき、風邪の症状がある場合は、傍聴をご遠慮ください。

議案が議決されるまで

本 会 議

①　議案について詳しく説明され、質疑などが行われます。
②　委員会として賛成か反対かを採決します。

委 員 会

①　各委員会の委員長が審査結果を報告します。
②　委員長報告に対し、質疑、討論が行われます。
③　議会として賛成か反対かを採決します。

本 会 議

5

号217市議会だより市議会だよりなが
おか
なが
おか

○：会派全員が賛成　×：会派全員が反対　

会派別議案等賛否一覧表

12月定例会
市
民
ク
ラ
ブ
⒃

長
岡
令
和
ク
ラ
ブ
⑷

長
岡
市
公
明
党
⑶

民
成
ク
ラ
ブ
⑵

共
産
党
市
議
団
⑵

無

所

属

Ａ

無

所

属

Ｂ

無

所

属

Ｃ

無

所

属

Ｄ

無

所

属

Ｅ

議 決 結 果

市　
　

長　
　

提　
　

出　
　

議　
　

案　
　

等

補 正 予 算

令和２年度一般会計� ほか１件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

令和２年度国民健康保険事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

令和２年度後期高齢者医療事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

令和２年度介護保険事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

令和２年度診療所事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

条　
　

例

制　 定 歴史的建築物の保存及び活用に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

一部改正 個人情報保護条例� ほか７件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

廃　 止 法末自然の家条例� ほか１件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

そ の 他

和解 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

市道路線の認定及び変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

契約の締結（新一般廃棄物最終処分場（仮
称）建設工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

指定管理者の指定（長岡ロングライフセンター）
� ほか29件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

人 事

教育委員会委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意

固定資産評価審査委員会委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意

人権擁護委員の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意

議
員
提
出

議

案

意 見 書 北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を
求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

決 議 気候非常事態宣言の実施を求める決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

11月臨時会
市
長
提
出

議

案

条　

例
一部改正 職員の給与に関する条例等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

議　案　等

会　派　名
（　）は所属議員数

会派別議員名簿（12月14日現在）

市 民 ク ラ ブ

加藤　尚登　　池田　和幸

大竹　雅春　　深見　太朗

多田　光輝　　豊田　　朗

荒木　法子　　田中　茂樹

長谷川一作　　丸山　勝総

古川原直人　　関　　正史

松井　一男　　酒井　正春

高野　正義　　五井　文雄

長 岡 令 和
ク ラ ブ

山田　省吾　　関　　充夫

神林　克彦　　杵渕　俊久

長岡市公明党
藤井　達徳　　池田　明弘

中村　耕一　　　　　　　

民 成 ク ラ ブ 五十嵐良一　　小坂井和夫

共産党市議団 笠井　則雄　　諸橋　虎雄

無 所 属

Ａ　諏佐　武史　　　　　

Ｂ　松野憲一郎　　　　　

Ｃ　桑原　　望　　　　　

Ｄ　水科　三郎　　　　　

Ｅ　関　　貴志　　　　　

Ｆ　丸山　広司（議長）　 

各種行政委員の選任・推薦に同意
　12月14日の本会議最終日において、次の方
を選任・推薦することに同意しました。

　〇教育委員会委員　
鷲尾　 達雄　氏（再任）

　〇固定資産評価審査委員会委員
和田　 三幸　氏（再任）
荻野 由紀子　氏（再任）
稲庭　 達夫　氏（再任）

　〇人権擁護委員
皆川　 宏晃　氏（新任）

※１

※１　杵渕俊久議員は欠席



ホームページで議会情報を発信中！ 　議会の日程や議案等の概要、会議録などを掲載しています。
ぜひアクセスしてください。

なお、本会議・常任委員会は、ケーブルテレビでもご覧いただけます。
再放送は会議開催日当日の午後７時から放送します。

〇議会中継〇 長岡市議会

中継はここをクリック

市議会ホームページは
スマートフォン、
タブレットからも
ご覧いただけます。

生中継はこちらから

録画中継はこちらから

本会議・常任委員会・特別委員会を
生中継・録画中継しています。

令和３年２月１日発行
次号は令和３年４月25日発行予定です 6

E-mail:gikai@city.nagaoka.lg.jp  URL:https://www.city.nagaoka.niigata.jp/shigikai/
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11月

２日 議会運営委員会

11日
克雪・危機管理・防災対策特別委員会

まちづくり・新エネルギー対策特別委員協議会

11
月
臨
時
会

24日

議会運営委員会

本会議

総務委員会

27日
人口減少対策特別委員協議会

議会運営委員会

12月

12　

月　

定　

例　

会　

（ 

14
日 

間 

）

１日
議会運営委員会

本会議（招集日）

２日 本会議

３日 本会議

４日 議員協議会

７日
建設委員会

まちづくり・新エネルギー対策特別委員協議会

８日 産業市民委員会

９日 文教福祉委員会

10日 総務委員会

14日

議会運営委員会

文教福祉委員会

本会議（最終日）

22日 人口減少対策特別委員協議会

１月

15日 まちづくり・新エネルギー対策特別委員協議会

18日 人口減少対策特別委員協議会

22日 人口減少対策特別委員協議会

27日 議員協議会

市議会の活動状況
12月４日 議員協議会を開催

12月８日 真珠湾攻撃の犠牲者を追悼

１月４日 新年賀詞交換会に出席

　議員協議会を開催し、以下の３項目について市から説明があり、議員から質疑や意見が
出されました。
　①「持続可能な行財政運営プラン」の検討状況について
　②長岡市都市計画マスタープランの改定について
　③長岡市川口総合交流拠点施設について

　真珠湾攻撃のあった12月８日（現地時間７日）、ア
オーレ長岡に献花台が設置され、議長をはじめ多くの
議員が献花しました。
　例年、議長や市長などがホノルル市を訪れ、真珠湾
追悼記念式典に参列していましたが、今回は新型コ
ロナウイルス感染症の影響により出席できませんでし
た。それに代わる追悼の場を設けるために市と市国際
交流協会が献花台を設置したものです。
　終戦から75年の節目を迎え、長岡から平和への祈り
を届けました。

　恒例の新年賀詞交換会が、新型コロナウイルス感染
症対策を講じた上で開催され、丸山広司議長が年頭の
あいさつを行いました。
　行政機関や各業界団体から約1,200人が参加し、新
年のあいさつを交わしました。

議員協議会の様子

献花を行う丸山広司議長

年頭のあいさつをする丸山広司議長


